
高効率ランプ・器具の採用で親しみのある空間を演出。
省エネにも配慮

Central facilities of the town stand with style as yet closeness to residents

■安らぎ感のある町民に開かれた庁舎
Appropriate light sources with respective areas

別海町総合庁舎は、町民のニーズに対応して、

街のオアシスとしての安らぎ感のある快適なオフ

ィス空間と、訪れる人々の親しみのある環境づく

りを目指して建設されました。特に１階の町民ホ

ールは２階吹き抜けの開放的な大空間を形成。

木調仕上げにより、町民のふれあいスペースとな

る落ち着いた雰囲気をつくり出しています。

照明設備として、この町民ホールの吹き抜け部

には、木調仕上げの室内を鮮やかに演出する特

注器具（ＭＦ２５０Ｗ×４灯用特注バンクライト４台）

を採用。５００ｌｘ以上の照度を確保して、楽しく落ち

着いた雰囲気を醸し出しています。また、アクリル

カバーにより利用者へのグレアを厳しく制限。電

動昇降装置内蔵により、メンテナンスが容易に行

なえるように配慮しています。

大会議室は、曲面天井による建築化照明手法

を採用。周囲のダウンライトと合わせて、明るさと

開放感が得られる照明設備とし、町民にも一般

解放されていることから、使用目的に合わせて明

るさを調整できる調光設備を備えています。

町長室には高効率タイプのＨｆ３２Ｗ用器具を採

用。町民ホールに採用したＭｆ２５０Ｗ器具などと

合わせて省エネに貢献しています。

■照明コンセプト
Lighting design concept

●建築（木調仕上げのホール）と調和した親しみ

ある環境づくり

●町民による多目的な使用や経済性、保守性に

配慮した照明設備

LIGHTING INSTITUTION 別海町総合庁舎

＜施設の概要＞
所 在 地：北海道野付郡別海町常磐町280番地
延床面積：7,987.42㎡
構造・規模：鉄筋コンクリート造・4階建
設　　計：株式会社日本技建
施工：建築／（A工区）清水・島影特別建設工事共同企業体

（B工区）佐藤工業・東急・みどり建工特定建設工事共同企業体
電気／尾藤電設・橋本・尾藤電気経常共同企業体

竣　　工：平成13年3月

大会議室：建築化照明が採用されており、用途に応じて明るさを調整できる調光設備を備えている。
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設置場所 器　具　名 形　名 台数 ラ　ン　プ

町民ホール 4灯用特注バンクライト 特注 4 250Wメタルハライドランプ×4

町長室 8灯用特注埋込 特注 4 32WHf蛍光ランプ×8

アクリルカバー付器具

大会議室 直付器具 ― 18 32WHf蛍光ランプ×2

直付器具（調光用） ― 20 40W蛍光ランプ×2

■主要照明器具一覧

町民ホール：特注バンクライトにより、木調仕上げが鮮やか
にイメージされ楽しく落ち着いた雰囲気を創出。昇降装置
を採用し、メンテナンスの利便性も考慮されている。

町長室：光天井風の効果を演出しているベース照明と周
囲のダウンライトにより、高質で落ち着いた照明環境を
つくり出している。
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